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その他事業の主なもの

≪総務常任委員会≫

　湯布院地域づくり推進事業（防衛調整交付金事業） ………………2,768万9千円 他

≪教育民生常任委員会≫

　生活保護業務支援事業（国庫負担金、県負担金精算返納金）………3,763万9千円 他

≪産業建設常任委員会≫

　道路維持事業 ……………………………………………………………… 798万円　 

　農地中間管理事業 …………………………………………………… 434万7千円 他

【主な審議内容】

　今定例会で、報告3件（報告）、議案22件（可決）、発議1件（可決）、請願1件（継続）、

陳情1件（継続）を審議しました。

　今定例会で、報告3件（報告）、議案22件（可決）、発議1件（可決）、請願1件（継続）、

陳情1件（継続）を審議しました。

令和元年第4回由布市議会定例会の概要

1,226万2千円の減額

⑴4月から簡易水道事業を水道事業へ統合するための条例改正の関連議案（6件）

⑵市道認定の関連条例議案（4件）

⑶災害弔慰金の支給に関する条例改正

　①災害時の融資制度は、支払いが困難の時は支払い猶予が可能

　②破産の時は免除できる

　③免除等の為市町村に資産、収入を調査する権限を付与する

主なものは、湯布院地域複合施設整備事業　△8,059万3千円

開会 12月5日 ～ 閉会 12月19日

可決

補正予算
（特別会計）

補正予算
（一般会計）

介護保険特別会計 …………………… 516万6千円

簡易水道事業特別会計 ………………△1,593万円

農業集落排水事業特別会計 ………… 119万8千円

水道事業会計　水道事業収益 ……… 23万5千円

　　　　　　　水道事業支出 ……… 54万6千円

　　　　　　　資本的収入 …………△2,370万円

　　　　　　　資本的支出 …… △2,636万2千円

介護保険特別会計 …………………… 516万6千円

簡易水道事業特別会計 ………………△1,593万円

農業集落排水事業特別会計 ………… 119万8千円

水道事業会計　水道事業収益 ……… 23万5千円

　　　　　　　水道事業支出 ……… 54万6千円

　　　　　　　資本的収入 …………△2,370万円

　　　　　　　資本的支出 …… △2,636万2千円

可決
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総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

由
布
市
水
道
事
業
の
設
置
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
由
布
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

ア
で
の
次
世
代
交
通
実
験
費
に
係
る
補
助
金

6
1
7
万
9
千
円
、
消
防
団
詰
所
（
湯
布
院

第
2
分
団
第
2
部
）
新
設
工
事
費
1
，

3
9
9
万
2
千
円
、
塚
原
地
区
自
治
公
民
館

の
屋
外
便
所
新
設
工
事
費
1
，
3
3
6
万
6

千
円
の
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

全
員
一
致
で
原
案
可
決

由
布
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

平
成
10
年
に
制
定
さ
れ
た
が
被
災
者
生

活
再
建
支
援
法
が
な
く
、
現
行
貸
付
制
度
の

不
備
を
是
正
し
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
法
律
及
び
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

　

本
条
例
含
め
災
害
時
は
も
と
よ
り
、
常
日

頃
か
ら
広
報
等
で
市
民
に
知
ら
せ
る
事
が
大

事
で
あ
る
と
の
意
見
を
付
し
た
。

全
員
一
致
で
原
案
可
決

令
和
元
年
度
由
布
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
5
号
）

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
民
生
費
国
庫
補
助

金
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付
金
11
万

4
千
円
の
増
額
。
民
生
費
県
補
助
金
で
は
、

低
所
得
者
利
用
負
担
対
策
事
業
費
補
助
金

26
万
円
、
地
域
こ
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
費

補
助
金
93
万
2
千
円
の
増
額
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
自
立
支
援
事
業
費

1
，
0
4
7
万
8
千
円
、
高
校
生
等
医
療
費

助
成
金
3
6
8
万
9
千
円
、
生
活
保
護
費
の

国
県
過
年
度
精
算
金
3
，
7
8
8
万
7
千

円
、
公
民
館
費
工
事
請
負
費
1
3
1
万
2
千

円
、
未
来
館
駐
車
場
整
備
費
の
増
額
。

全
員
一
致
で
原
案
可
決

由
布
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

令
和
2
年
4
月
1
日
よ
り
、
農
林
整
備

課
、
都
市
景
観
推
進
課
、
高
齢
者
支
援
課
の

3
つ
の
課
を
新
設
し
、
ま
た
人
権
同
和
対
策

課
を
人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課
と
名
称

変
更
す
る
等
の
改
正
を
行
う
も
の
。

全
員
一
致
で
原
案
可
決

由
布
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

由
布
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
、
常
勤

の
議
員
及
び
特
別
職
の
期
末
手
当
の
支
給
月

数
の
改
正
を
行
う
も
の
。

全
員
一
致
で
原
案
可
決

由
布
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務
員
の
給

与
改
定
に
準
じ
、
行
政
職
給
料
表
及
び
勤
勉

手
当
の
支
給
月
数
の
改
正
を
行
う
も
の
。

全
員
一
致
で
原
案
可
決

令
和
元
年
度
由
布
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
5
号
）

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
由
布
川
峡
谷
整
備

事
業
に
係
る
地
方
債
2
，
2
5
0
万
円
及
び

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
3
，
7
9
5

万
4
千
円
の
増
額
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
由
布
院
観
光
エ
リ

市
が
管
理
し
て
い
る
簡
易
水
道
で

な
い
地
区
で
管
理
し
て
い
る
簡
易

水
道
も
全
部
統
合
す
る
の
か
。

（
水
道
課
長
）
あ
く
ま
で
市
営
の
簡

易
水
道
の
給
水
区
域
を
水
道
事
業

の
給
水
区
域
へ
編
入
す
る
。

次
世
代
交
通
実
験
事
業
補
助
金

6
1
7
万
9
千
円
に
つ
い
て
ど
の

様
に
い
つ
ま
で
行
う
の
か
。

（
総
合
政
策
課
長
）
湯
布
院
の
町
な

か
観
光
車
両
に
よ
る
交
通
渋
滞
や

歩
行
者
の
安
全
の
為
、
電
気
自
動
車
に

よ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
導
入
で
本
年
度
を
含

め
3
年
間
実
証
実
験
を
行
う
予
定
。

湯
布
院
振
興
局
の
工
事
請
負
費
2
，

7
6
8
万
9
千
円
の
内
訳
は
。

（
湯
布
院
振
興
局
長
）
塚
原
地
区
自

治
公
民
館
屋
外
便
所
新
設
工
事
1
，

3
3
6
万
6
千
円
、
由
布
市
消
防
団
湯

布
院
方
面
隊
第
2
分
団
第
2
部
消
防
詰

所
新
設
工
事
1
，
3
9
9
万
2
千
円
、
湯

平
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
前
歩
道
橋
安
全
対

策
工
事
の
3
件
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業
28
万

9
千
円
は
。

（
市
民
課
長
）
11
月
現
在
で
10
．6
％

で
す
が
令
和
4
年
度
末
ま
で
に
ほ

と
ん
ど
の
人
が
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
よ

う
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

農
地
中
間
管
理
事
業
の
負
担
金
、
補

助
金
及
び
交
付
金
の
4
3
4
万
7

千
円
の
内
容
は
。

（
農
政
課
長
）
挾
間
の
上
筒
口
地
区
、

庄
内
の
阿
蘇
野
、
井
手
下
地
区
、
湯

布
院
の
川
西
、
下
津
々
良
地
区
の
合
計

16
．9
h
a
が
集
約
化
さ
れ
、
担
い
手
の

認
定
農
業
者
に
交
付
す
る
も
の
。

畜
産
生
産
振
興
対
策
事
業
補
助
金

の
4
9
0
万
8
千
円
の
減
額
の
内

容
は
。

（
農
政
課
長
）
畜
舎
及
び
堆
肥
舎
の

建
設
の
申
請
で
す
が
、
申
請
者
の
都

合
に
よ
り
建
設
で
き
な
い
と
の
通
告
に

よ
る
も
の
。

道
路
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
引
く

工
事
費
7
9
8
万
円
の
内
容
は
。

（
建
設
課
長
）
由
布
市
管
内
の
2
車

線
道
路
で
、
庄
内
地
域
6
路
線
、
挾

間
地
域
1
路
線
、
湯
布
院
地
域
5
路
線

の
計
12
路
線
、
道
路
延
長
と
し
て
15
㎞
を

お
願
い
す
る
も
の
。

問答問答問答

問答問答問答問答

議
案
質
疑

議
案
質
疑

常
任
委
員
会
報
告
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

令
和
元
年
度
由
布
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
4
号
）

　

歳
入
歳
出
に
5
1
6
万
6
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
44
億
4
，
0
4
0
万
8
千
円
と

す
る
も
の
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
介
護
給
付
費
負
担

金（
国
庫
負
担
金
）91
万
円
、
介
護
給
付
費
準

備
基
金
繰
入
金
1
0
3
万
4
千
円
の
増
額
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
居
宅
介
護
住
宅
改

修
負
担
金
1
3
8
万
8
千
円
、
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付
負
担
金
3
1
5

万
8
千
円
の
増
額
。全

員
一
致
で
原
案
可
決

由
布
市
が
設
置
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
に
係
る
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
の
縦

覧
等
の
手
続
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

由
布
大
分
環
境
衛
生
組
合
が
設
置
し
て

い
る
、
し
尿
処
理
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事

務
を
由
布
市
が
行
う
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

の
規
定
に
基
づ
き
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境

に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
調
査
の
結
果
を
記

載
し
た
書
類
の
縦
覧
等
の
手
続
き
を
定
め
る

も
の
。

全
員
一
致
で
原
案
可
決

由
布
市
営
簡
易
水
道
事
業
設
置
条
例
等
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

由
布
市
簡
易
水
道
事
業
を
由
布
市
水
道

事
業
へ
統
合
す
る
こ
と
に
伴
い
、
議
案
に
記

載
す
る
条
例
の
廃
止
を
行
う
も
の
。
ま
た
、

「
由
布
市
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及

び
特
に
重
要
な
施
設
の
廃
止
に
関
す
る
条

誤
解
を
与
え
な
い
よ
う
十
分
な
説
明
を
行
う

こ
と
を
意
見
に
付
し
た
。

全
員
一
致
で
原
案
可
決

令
和
元
年
度
由
布
市
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

　

歳
入
歳
出
に
1
1
9
万
8
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
9
，
7
1
7
万
6
千
円
と
す
る

も
の
。
歳
出
に
お
け
る
施
設
維
持
管
理
費
の

増
額
補
正
が
主
な
も
の
。

全
員
一
致
で
原
案
可
決

令
和
元
年
度
由
布
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
2
号
）

　　

収
益
的
予
算
で
は
、
収
支
と
も
平
成
30
年

度
固
定
資
産
確
定
に
伴
う
増
額
分
が
主
な

も
の
。

　

資
本
的
予
算
で
は
、
収
支
と
も
県
道
別
府

挾
間
線
の
改
良
に
伴
う
配
水
管
移
設
工
事

の
延
期
に
伴
う
事
業
費
の
減
額
が
主
な
も

の
。

全
員
一
致
で
原
案
可
決

集
・
分
析
を
行
う
こ
と
、
土
木
費
に
つ
い
て
は

事
業
の
年
度
内
完
了
を
前
提
と
し
業
務
を

行
う
こ
と
を
意
見
に
付
し
た
。

全
員
一
致
で
原
案
可
決

令
和
元
年
度
由
布
市
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

　

歳
入
歳
出
に
1
，
5
9
3
万
円
を
減
額

し
、
総
額
を
5
億
3
，
9
3
4
万
円
と
す
る

も
の
。
歳
入
歳
出
と
も
若
杉
簡
易
水
道
管
路

更
新
事
業
に
係
る
予
算
の
減
額
補
正
が
主

な
も
の
。
簡
易
水
道
事
業
の
水
道
事
業
へ
の

統
合
に
よ
る
変
更
内
容
を
利
用
者
に
対
し
、

例
」の
一
部
を「
簡
易
水
道
」か
ら「
水
道
事
業

施
設
」に
改
め
る
も
の
。

全
員
一
致
で
原
案
可
決

由
布
市
水
道
施
設
整
備
補
助
金
交
付
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

由
布
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て由
布
市
水
道
事
業
の
設
置
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

由
布
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

由
布
市
水
道
事
業
の
布
設
工
事
監
督
者
の

配
置
基
準
及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技

術
管
理
者
の
資
格
基
準
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

5
議
案
と
も
由
布
市
簡
易
水
道
事
業
を

由
布
市
水
道
事
業
へ
統
合
す
る
こ
と
に
伴

い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

全
て
全
員
一
致
で
原
案
可
決

市
道
路
線
の
廃
止
・
認
定
に
つ
い
て

　

※
表
１
参
照

全
て
全
員
一
致
で
原
案
可
決

令
和
元
年
度
由
布
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
5
号
）

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
農
地
集
積
・
集
約
化

の
取
組
実
施
に
お
け
る
交
付
金
確
定
に
よ
る

農
地
中
間
管
理
事
業
交
付
金
4
3
4
万
7

千
円
の
増
額
。
道
路
維
持
費
7
9
8
万
円
増

額
は
、
市
道
11
路
線
の
中
央
線
設
置
や
湯
布

院
屋
敷
橋
の
高
欄
補
修
費
。
畜
産
経
営
支
援

事
業
に
生
産
者
の
意
向
を
酌
み
、
よ
り
よ
い

効
果
が
生
ま
れ
る
よ
う
積
極
的
な
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
、
観
光
費
の
増
額
補
正
に
つ
い

て
は
効
果
や
実
績
が
分
か
る
よ
う
な
情
報
収

起点：湯布院町湯平1048番7地先

終点：庄内町阿蘇野6498番2地先

起点：湯布院町湯平1040番4地先

終点：庄内町阿蘇野6498番2地先

起点：湯布院町川上3450番1地先

終点：湯布院町川上3524番6地先

起点：挾間町小野1426番4地先

終点：庄内町龍原1080番2地先

起点：挾間町高崎948番3地先

終点：挾間町高崎976番1地先

市道

扇山線

廃止

認定

認定

認定

認定

延長

2541.2m

延長

2672.2m

延長

242.5m

延長

376.5m

延長

158.0m

道路延長のた
め一旦廃止。

道路延長のた
め。

県道安心院湯
布院線旧道移
管のため。

県道龍原挾間
線旧道移管の
ため。

県道高崎大分
線旧道移管の
ため。

市道

上野線

市道龍原

平原線

市道高崎

平田線

収益・支出

水道事業収益

水道事業支出

収入・支出

資本的収入

資本的支出

補正額

23万5千円 増額

54万6千円 増額

補正額

2,370万円減額

2,636万2千円 減額

総　額

5億9,157万2千円

5億9,717万2千円

総　額

8,652万7千円

2億8,756万6千円

【表1】
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■加藤　幸雄 議員………認知症予防対策について

■渕野けさ子 議員………足りないもの、必要なものを

 　　　　　　　　　　　「協働」で作り出すには

■佐藤　郁夫 議員………庄内地域の課題について

■加藤　裕三 議員………公園整備計画について

■田中　廣幸 議員………農業振興について

■田中真理子 議員………安全な暮らしを守るための

 　　　　　　　　　　　取り組みについて

■坂本　光広 議員………商工行政について

■平松惠美男 議員………通学路の防災・防犯について

■甲斐　裕一 議員………独居高齢者対策について

■長谷川建策 議員………湯布院若杉温泉事業と下依地区

 　　　　　　　　　　　高い場所での堤・危険箇所の

 　　　　　　　　　　　災害対策について

■佐藤　孝昭 議員………由布市の庄内地域の地域振興について

■吉村　益則 議員………湯布院健康温泉館について　他

■鷲野　弘一 議員………帯状疱疹ワクチン助成について

■髙田　龍也 議員………由布市の防災対策について

■太田洋一郎 議員………畜産農家の作業効率改善を

※一般質問の映像は、裏表紙のQRコードよりご確認いただけます。

全
員
一
致
で
原
案
可
決

　 

庄
内
地
域
の
課
題
に
つ
い
て

庄
内
地
域
の
人
口
減
少
と
少
子
化
・
定

住
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
国

難
と
言
わ
れ
て
い
る
人
口
減
少
問
題
、
予
想

よ
り
早
く
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
庄
内
町

は
、
年
間
平
均
18
人
し
か
生
ま
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
。
こ
の
ま
ま
で
は
庄
内
消
滅
の
危

機
と
考
え
る
が
、
直
ち
に
効
果
あ
る
政
策
を

打
ち
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

子
育
て
の
環
境
で
い
じ
め
・
不
登
校
・

虐
待
等
は
年
々
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

各
家
庭
の
意
見
を
十
分
に
酌
め
、
こ
れ
ま
で

と
は
違
う
き
め
細
や
か
な
対
応
が
行
え
る
よ

う
、
専
門
的
知
識
を
持
つ
機
関
へ
の
委
託
に

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
願
い
で
き
な
い

か
。

（
教
育
長
）
提
案
い
た
だ
い
た
県
の

N
P
O
協
働
創
出
事
業
に
お
け
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
委
託
は
、
内
容
を
十
分
に
把

握
し
て
な
い
の
で
、
現
在
実
施
し
て
い
る
調

査
等
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
し
て
参
り
た

い
。

　

他
、
予
防
出
来
る
虐
待
死
を
防
ぐ
に
は
、

第
二
次
由
布
市
総
合
計
画
の
重
点
プ
ラ
ン
と

第
二
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
出
総
合
戦

略
に
つ
い
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い

て
、
災
害
対
応
の
為
に
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
消

防
車
に
、
市
指
定
文
化
財
櫟
木
の
阿
南
橋
の

修
繕
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

問 問

（
市
長
）
庄
内
地
域
は
、
今
後
も
少
子

高
齢
化
が
進
む
と
考
え
て
い
る
。
高
校

生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
や
起
業
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
利
用

し
た
移
住
・
定
住
対
策
、
県
外
か
ら
の
移
住

者
が
市
内
で
生
活
す
る
際
の
家
賃
補
助
支
援

制
度
や
庄
内
地
域
定
住
化
対
策
計
画
で
有
力

候
補
地
の
旧
寿
楽
苑
や
旧
庄
内
公
民
館
跡
地

の
有
効
活
用
も
視
野
に
入
れ
定
住
促
進
を
進

め
る
。

　

他
、
M
Y
M
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
撤
退
、
選
挙

公
営
制
度
導
入
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

答 答

　

 　 

認
知
症
予
防
対
策
に
つ
い
て

今
ま
で
と
今
後
の
対
策
は

（
市
長
）
認
知
症
の
予
防
に
は
、
運
動
不

足
の
改
善
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
社
会

参
加
が
考
え
ら
れ
る
。
市
で
は
、
早
期
発
見
・

対
応
の
た
め
複
数
の
専
門
職
で
集
中
的
に
支

援
を
行
う
認
知
症
初
期
集
中
支
援
事
業
や
認

知
症
地
域
支
援
員
に
よ
る
認
知
症
の
普
及
・

啓
発
等
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
新
た

な
事
業
の
立
ち
上
げ
予
定
は
な
い
。
今
後
も

効
果
的
な
事
業
を
行
う
よ
う
努
力
す
る
。

あ
る
自
治
体
で
は
、
M
C
I
患
者
に
な
っ

た
時
P
E
T
や
M
R
I
で
診
断
す
る
費

用
を
市
が
補
助
し
て
い
る
が
、
由
布
市
で
行
う

考
え
は
あ
る
か
。

（
健
康
増
進
課
長
）
市
と
し
て
、
現
在
の

と
こ
ろ
行
う
考
え
は
な
い
が
、
認
知
症
の

前
段
階
と
い
う
こ
と
で
大
変
重
要
な
時
期
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
他
市
町
村
等
の
状
況

を
研
究
し
た
い
。

　 

市
の
財
政
に
つ
い
て

「
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
由

布
」に
係
る
市
へ
の
収
入
は
ど
の
く
ら
い

と
考
え
て
い
る
か
。

（
市
長
）大
村
市
か
ら
環
境
整
備
協
力
金

と
し
て
売
上
金
の
1
％
、
約
1
，
8
0
0

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

問答

問問 答答

足
り
な
い
も
の
、
必
要
な
も
の
を

　
　
　
「
協
働
」で
作
り
出
す
に
は

一般質問

●一般質問は質疑答弁を含めて一人１時間以内です。

一 般

質 問

佐藤　郁夫議員佐藤　郁夫議員

加藤　幸雄議員加藤　幸雄議員

渕野けさ子議員渕野けさ子議員

市政を問う市政を問う
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商
工
行
政
に
つ
い
て

来
年
度
よ
り
商
工
会
と
市
が
共
同
で
経

営
支
援
発
達
計
画
や
事
業
継
続
力
強
化

支
援
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
対
応
は
ど
う
で
す
か
？

（
市
長
）
第
２
期
経
営
発
達
支
援
計
画

に
つ
い
て
は
、
商
工
会
と
共
同
で
作
成

を
行
う
が
、
市
で
は
商
工
観
光
課
職
員
２
名

で
対
応
し
て
お
り
、
令
和
２
年
度
中
の
完
成

公
共
交
通
網
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
家

の
側
ま
で
来
て
も
ら
え
る
デ
マ
ン
ド
の

利
用
は
可
能
な
の
か
。

（
市
長
）
バ
ス
の
収
支
率
が
一
定
水
準

を
下
回
る
路
線
に
つ
い
て
は
、
無
償
運

送
、
も
し
く
は
自
家
用
有
償
運
送
等
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
所
。
予
約
型
の
デ
マ
ン
ド
交

通
を
一
部
導
入
し
て
い
る
が
、
予
約
受
付
体

制
の
構
築
や
車
両
の
確
保
、
運
転
不
足
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
ク
リ
ア
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
今
後
も
持
続
的
な
地
域
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
て
、
必
要
に

応
じ
て
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
に
つ
い
て
事

業
者
や
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

　

他
、
通
学
路
の
安
全
、
防
犯
灯
の
設
置
、

防
災
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

問答 問答

を
目
標
と
し
て
い
る
。

（
商
工
観
光
課
長
）
事
業
継
続
力
強
化

支
援
計
画
に
つ
い
て
も
、
商
工
会
と
共

同
で
作
成
す
る
が
、
市
で
は
商
工
観
光
課
と

防
災
安
全
課
が
連
携
し
小
規
模
事
業
者
へ
の

防
災
・
減
災
対
策
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
今
年
度
中
の
作
成
を
目
指
す
。

　

他
、
庄
内
地
域
の
過
疎
化
対
策
、
阿
蘇
野

小
学
校
の
跡
地
利
用
、
阿
蘇
野
地
域
の
買
い

物
弱
者
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

答

　 　 

公
園
整
備
計
画
に
つ
い
て

今
後
、
整
備
に
つ
い
て
の
計
画
は
あ
る

か
。

（
市
長
）
市
民
意
識
調
査
等
で
、
公
園

の
充
実
を
望
む
多
く
の
御
意
見
が
あ

り
、
必
要
性
は
強
く
認
識
を
し
て
い
る
。
利

用
者
の
要
望
を
踏
ま
え
、
調
査
、
検
討
す

る
。

問

　 

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
採
用
に
つ
い
て

こ
の
方
式
を
採
用
し
た
事
業
の
成
果
、

検
証
、
問
題
点
は
。

（
市
長
）
技
術
的
に
最
適
な
も
の
を
選

定
し
、
一
定
の
成
果
は
出
て
い
る
と
判

断
し
て
い
る
。
今
後
、
公
共
施
設
の
新
設
・

維
持
・
更
新
等
所
管
業
務
と
施
設
整
備
業
務

を
一
元
化
し
配
置
す
る
と
と
も
に
、
事
務
分

掌
と
し
て
明
文
化
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
設
計
、
施
工
、
大
規
模
改
修

等
も
含
め
、
技
術
的
・
横
断
的
な
視
点
で
所

管
課
を
支
援
す
る
体
制
を
考
え
て
い
る
。

　

他
、
通
学
路
の
整
備
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

問

　 

農
業
振
興
に
つ
い
て

水
田
畑
地
化
の
取
り
組
み
と
し
て
今
後

の
計
画
は
。

（
市
長
）
「
基
盤
整
備
事
業
の
補
助

率
」
は
、
県
営
事
業
に
お
い
て
、
農
地

中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
農
地
の
集
積
・
集

約
化
に
よ
り
地
元
負
担
金
の
軽
減
が
図
ら
れ

る
。
今
年
度
よ
り
要
件
と
し
て
一
定
の
面
積

を
畑
地
化
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
市
内

の
耕
作
放
棄
地
・
荒
廃
農
地
は
約
４
５
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
年
々
増
え
て
い
る
。
リ
ー
ス
農

園
の
計
画
を
大
分
県
関
係
機
構
と
調
査
・
研

究
を
行
な
っ
て
い
る
。

　 

消
防
団
員
の
活
動
に
つ
い
て

活
動
状
況
と
団
員
へ
の
安
全
靴
の
支
給

に
つ
い
て

（
市
長
）
訓
練
を
年
7
回
実
施
し
出
動

率
は
６
割
か
ら
８
割
で
あ
る
。
団
員
数

は
７
５
６
名
で
充
足
率
は
94
％
と
な
っ
て
い

る
。
編
み
上
げ
安
全
靴
の
支
給
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

　

他
、
挾
間
町
中
心
部
の
人
口
増
（
小
学

校
）
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

問 答答

問 答答

安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の

　
　
　
　
　 

取
り
組
み
に
つ
い
て

一般質問

坂本　光広議員坂本　光広議員 田中真理子議員田中真理子議員

加藤　裕三議員加藤　裕三議員田中　廣幸議員田中　廣幸議員
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具
体
的
に
庄
内
地
域
の
活
性
化
の
た
め

に
由
布
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に

何
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ん
で
い
く
の
か
。

（
市
長
）
由
布
市
重
点
戦
略
プ
ラ
ン
等

を
基
軸
に
必
要
な
ハ
ー
ド
事
業
ソ
フ
ト

事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
国
の
動
向
も
注
視

し
つ
つ
計
画
策
定
に
向
け
準
備
調
整
し
た
い
。

２
つ
の
事
業
へ
の
現
在
の
対
応
は
。

（
市
長
）
若
杉
温
泉
事
業
に
つ
い
て

は
、
周
辺
住
民
の
福
祉
向
上
に
つ
な
げ

る
と
い
う
基
本
構
想
の
策
定
に
着
手
す
る
。

九
州
防
衛
局
と
の
協
議
で
は
、
事
業
に
つ
い

て
は
必
ず
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
指
導

を
受
け
て
い
る
。
下
依
地
区
に
つ
い
て
は
、

河
川
の
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
と
砂
防
ダ
ム
建

設
を
県
に
要
望
し
来
年
度
に
は
着
手
す
る
。

そ
の
避
難
場
所
と
し
て
の
川
西
の
児
童
体
育

館
の
利
用
は
、
熊
本
大
分
地
震
で
建
物
に
亀

裂
が
あ
り
現
在
使
用
で
き
な
い
。
一
時
的
な

避
難
場
所
と
長
期
間
利
用
で
き
る
避
難
場
所

に
分
け
て
、
今
見
直
し
作
業
を
行
っ
て
い

る
。

　

下
依
地
区
の
人
々
と
相
談
し
な
が
ら
市
に

お
願
い
に
行
き
ま
す
。

問答 問答

人
口
が
著
し
く
減
少
の
庄
内
地
域
に
地

域
活
性
化
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
道
の

駅
が
合
っ
て
い
る
と
思
う
が
執
行
部
は
ど
う

お
考
え
か
。

（
庄
内
振
興
局
長
）
振
興
の
拠
点
と
し

て
道
の
駅
は
有
効
な
施
設
と
考
え
る
。

（
総
合
政
策
課
長
）
庄
内
地
域
活
性
化

の
た
め
に
は
核
と
な
る
施
設
整
備
は
必

要
で
、
道
の
駅
は
１
つ
の
有
効
な
手
法
だ
と

考
え
る
。

　

他
、
中
学
校
の
部
活
動
の
今
後
、
非
競
争

型
の
ゆ
る
部
活
の
普
及
、
中
西
麻
耶
さ
ん
へ

の
支
援
、
大
型
建
設
事
業
の
今
後
の
管
理
体

制
、
庄
内
公
民
館
建
設
後
の
反
省
点
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

答答

　

 　 

通
学
路
の
防
災
・
防
犯
に
つ
い
て

　

通
学
路
の
防
災
・
防
犯
指
導
は
行
っ

て
い
る
か
。

（
教
育
長
）
学
校
ご
と
に
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
定
め
指
導
並
び
対
応
を

行
っ
て
い
る
。

特
別
危
険
な
通
学
路
に
市
の
管
理
で
防

犯
灯
設
置
は
出
来
な
い
か
。

問問

（
教
育
長
）
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
等
も

反
映
し
な
が
ら
、
非
常
に
危
な
い
と
こ

は
要
望
等
を
上
げ
て
い
た
だ
き
設
置
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

通
学
路
の
保
守
点
検
は
行
っ
て
い
る

か
。

（
教
育
長
）
由
布
市
通
学
路
安
全
推
進

協
議
会
を
通
じ
て
関
係
部
署
と
協
議
し

対
策
を
行
っ
て
い
る
。

　

他
、
由
布
市
の
農
業
振
興
に
つ
い
て
（
稲

作
の
秋
ウ
ン
カ
対
策
、
和
牛
の
繁
殖
雌
牛
ゲ

ノ
ム
育
種
価
検
査
の
普
及
状
況
、
農
業
用
水

井
路
の
維
持
管
理
に
市
と
し
て
関
わ
り
方
）

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

問

　 

独
居
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

市
内
の
独
居
高
齢
者
。
市
と
し
て
の
支
援

計
画
は
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。

（
市
長
）
由
布
市
内
の
独
居
高
齢
者
数

は
、
民
生
委
員
調
査
に
よ
る
平
成
31
年

4
月
1
日
現
在
で
男
性
3
2
7
名
、
女
性

9
7
0
名
、
合
計
1
，
2
9
7
名
と
な
っ
て

い
る
。

今
後
の
計
画
と
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
や
団
体
活
動
の
支
援
・
活
動
等
地
域
で

支
え
合
う
力
の
譲
成
を
図
っ
て
い
く
。
ま

た
、
交
流
・
活
動
の
場
づ
く
り
を
進
め
る
と

と
も
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
情

報
提
供
、
相
談
体
制
の
充
実
、
権
利
擁
護
対

策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

2
0
4
0
年
に
は
65
歳
以
上
の
独
居
高

齢
者
は
全
国
で
30
％
を
超
え
る
と
予
想

さ
れ
て
お
り
、
心
配
さ
れ
る
の
は
孤
独
死
や

自
殺
等
が
問
題
さ
れ
る
が
市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

（
福
祉
事
務
所
長
）
現
在
も
様
々
な
事

業
を
展
開
し
て
い
る
が
、
来
年
度
よ
り

高
齢
者
支
援
課
と
い
う
新
し
い
課
を
設
け
、

更
な
る
施
策
展
開
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
他
、
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。  

問 答答

問 答答答

湯
布
院
若
杉
温
泉
事
業
と

下
依
地
区
高
い
場
所
で
の

堤
・
危
険
箇
所
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

由
布
市
の
庄
内
地
域
の

　
　
　
　
　
地
域
振
興
に
つ
い
て

問

一般質問

平松惠美男議員平松惠美男議員

長谷川建策議員長谷川建策議員

甲斐　裕一議員甲斐　裕一議員

佐藤　孝昭議員佐藤　孝昭議員
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畜
産
農
家
の
作
業
効
率
改
善
を

繁
殖
農
家
の
作
業
に
お
い
て
、
特
に
神

経
を
使
う
作
業
と
し
て
出
産
前
の
分
娩

監
視
や
発
情
の
見
極
め
が
あ
る
と
聞
く
。
出

産
で
は
、
特
に
初
産
牛
の
場
合
は
分
娩
事
故

の
発
生
率
が
高
く
、
発
見
が
遅
れ
る
と
死
産

に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
発
情
の
見
逃
し
に

よ
る
妊
娠
の
遅
れ
等
、
繁
殖
の
効
率
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
出
産
時
の
事
故

　 

由
布
市
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

市
内
の
水
害
に
対
す
る
ソ
フ
ト
面
（
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
、
ハ
ー
ド
面
（
堤

防
・
河
床
等
）
の
取
組
状
況
は
。

（
市
長
）
浸
水
想
定
区
域
や
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
を
記
載
し
た
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
や
土
砂
災
害
周
知
避
難
マ
ッ
プ
を

配
布
し
、
全
戸
配
布
し
た
「
防
災
の
手
引

き
」
を
一
新
し
、
「
防
災
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
」
を
作
成
中
。

宮
川
が
大
雨
の
た
び
に
越
水
す
る
が
、

堤
防
の
嵩
上
げ
、
幅
を
拡
げ
る
な
ど
は

出
来
な
い
か
。

（
建
設
課
長
）
大
分
県
で
上
流
圏
域
の

河
川
整
備
計
画
を
県
河
川
整
備
基
本
方

針
に
基
づ
い
て
策
定
中
、
湯
布
院
地
区
の
方

に
一
刻
も
整
備
で
き
る
よ
う
デ
ー
タ
を
送
っ

て
い
ま
す
。

　

他
、
農
政
事
業
、
予
算
案
及
び
行
政
報
告

等
に
関
し
て
疑
義
に
思
う
事
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

問 問

問

答

防
止
、
発
情
の
見
逃
し
防
止
の
取
り
組
み
と

し
て
モ
バ
イ
ル
セ
ン
サ
ー
導
入
時
に
補
助
等

支
援
策
を
検
討
で
き
な
い
か
。

（
市
長
）
状
況
等
を
注
視
し
、
生
産
者

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
等
も
十
分
聞
き
な

が
ら
、
今
後
、
検
討
し
た
い
。

　

他
、
庄
内
公
民
館
施
設
整
備
事
業
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
減
少
対
策
、
J
R
由
布
院
駅
周

辺
の
将
来
性
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

答 答

　 

湯
布
院
健
康
温
泉
館
に
つ
い
て

今
後
の
運
営
管
理
の
方
向
性
は
。

（
市
長
）
施
設
運
営
と
管
理
は
今
後
も

直
営
に
て
行
い
利
用
者
増
に
努
め
各
種

要
望
は
検
討
し
実
行
し
て
い
く

　 

し
尿
処
理
場
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

施
設
整
備
の
計
画
・
方
針
は
。

問 問

（
市
長
）
処
理
場
周
辺
の
生
活
環
境
調

査
を
今
年
度
中
に
終
え
て
令
和
2
年
度

か
ら
国
の
交
付
金
を
利
用
し
て
新
処
理
場
の

建
設
に
か
か
り
令
和
5
年
度
の
稼
働
開
始
を

目
指
す

　 

湯
平
地
域
の
振
興
に
つ
い
て

湯
平
地
域
の
道
路
や
温
泉
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
今
後
の
方
向
性
は
。

（
市
長
）
市
営
の
湯
平
温
泉
施
設
は
共

同
温
泉
管
理
組
合
に
て
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
る
が
地
元
と
市
並
び
に
温
泉
の
有

識
者
や
専
門
家
な
ど
と
湯
平
温
泉
活
性
化
連

絡
協
議
会
を
設
置
し
情
報
を
共
有
し
な
が
ら

整
備
を
進
め
て
い
る
。
市
道
は
路
肩
や
路
面

補
修
な
ど
道
路
維
持
管
理
を
進
め
て
い
く
。

下
湯
平
温
泉
施
設
は
地
元
や
関
係
者
と
も
十

分
協
議
し
周
辺
整
備
を
行
う
。

問

　 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成
に
つ
い
て

日
本
の
成
人
の
約
9
割
以
上
が
感
染
の

可
能
性
が
あ
る
「
帯
状
疱
疹
」
に
予
防

ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
て
い
る
が
、
少
し
で

も
発
症
数
を
減
少
す
る
た
め
に
ワ
ク
チ
ン
補

助
の
検
討
は
で
き
な
い
か
。

（
健
康
増
進
課
長
）
由
布
市
予
防
接
種

感
染
症
対
策
小
委
員
会
で
検
討
し
て
い

ま
す
。
効
果
は
期
待
で
き
ま
す
が
、
70
歳
以

上
で
帯
状
疱
疹
の
発
症
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

た
め
、
ワ
ク
チ
ン
を
何
歳
の
方
に
接
種
す
る

の
が
一
番
有
効
的
な
の
か
検
討
し
経
過
を
み

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

市
民
の
要
望
で
自
動
ド
ア
改
良
は
反
対

し
な
い
が
、
当
初
設
計
で
は
自
動
ド
ア

と
な
っ
て
い
た
が
、
な
ぜ
手
動
ド
ア
と
な
っ

た
の
か
当
時
の
担
当
者
よ
り
「
顛
末
書
」

「
報
告
書
」
等
を
取
っ
て
い
る
の
か
。

（
教
育
長
）
顛
末
書
等
に
付
い
て
取
っ

た
と
い
う
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問 答答

問 答答答
庄
内
公
民
館
自
動
ド
ア

　
　
　
　
　
　
　
改
良
に
つ
い
て

一般質問

吉村　益則議員吉村　益則議員

髙田　龍也議員髙田　龍也議員

鷲野　弘一議員鷲野　弘一議員

太田洋一郎議員太田洋一郎議員
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祝　はばたけ成人
議員から由布の若人たちへエール！！ 佐藤 孝昭

心躍る未来づくりを

さぁやりましょう！！

心躍る未来づくりを

さぁやりましょう！！

田中 廣幸

皆様の活躍に

期待しています！

皆様の活躍に

期待しています！

坂本 光広

自分を信じ

頑張りすぎず進もう！

自分を信じ

頑張りすぎず進もう！

髙田 龍也

志定まれば

気盛んなり

志定まれば

気盛んなり

吉村 益則

感謝を忘れず

大きく飛躍して下さい

感謝を忘れず

大きく飛躍して下さい

加藤 裕三

成人おめでとう

希望をもち進もう！

成人おめでとう

希望をもち進もう！

太田 洋一郎

夢実現に向け

焦らず腐らず一歩ずつ

夢実現に向け

焦らず腐らず一歩ずつ

鷲野 弘一

失敗を恐れず

人生を悔いなく 前進

失敗を恐れず

人生を悔いなく 前進

渕野 けさ子

あせらず一歩一歩

すてきな大人に。

あせらず一歩一歩

すてきな大人に。

田中 真理子

夢・希望に向って

世界へはばたけ

夢・希望に向って

世界へはばたけ

長谷川 建策

まかせた！！

由布市の未来！！

まかせた！！

由布市の未来！！

工藤 安雄

ご活躍されることを

心からお祈りします

ご活躍されることを

心からお祈りします

佐藤 郁夫

君たちの力で

未来ある

由布市を！！

君たちの力で

未来ある

由布市を！！

副議長 甲斐 裕一

心機一転

何事にもくじけず挑戦を！

心機一転

何事にもくじけず挑戦を！

議長 佐藤 人已

困った時こそ

我が身を振り返れ

困った時こそ

我が身を振り返れ

加藤 幸雄

頑張れ！

新成人！！

頑張れ！

新成人！！

平松 惠美男

２０の力を由布市へ

未来人は由布市から

由布市未来人

２０の力を由布市へ

未来人は由布市から

由布市未来人

新

成
人
代表
淺川さ

んによる誓いの
言

葉

陸上自衛隊湯布院
駐

屯
地
の
新
成
人
の
皆
さ
ん

挾
間
出

身
の
新成
人の皆

さん

湯布院出身の新成
人の
皆
さ

ん庄
内
出
身の新成人の皆さ

ん
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■賛否一覧表
〔令和元年第4回定例会〕

　　　○＝賛成、●＝反対、退＝退席、欠＝欠席

議員名

議案名

議
決
結
果

反
　
対
‥
賛
　
成

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決由布市営簡易水道事業設置条例等を廃止する条例について 17：0

佐
藤
　
孝
昭

髙
田
　
龍
也

坂
本
　
光
広

吉
村
　
益
則

田
中
　
廣
幸

加
藤
　
裕
三

平
松
惠
美
男

太
田
洋
一
郎

加
藤
　
幸
雄

鷲
野
　
弘
一

長
谷
川
建
策

佐
藤
　
郁
夫

渕
野
け
さ
子

田
中
真
理
子

工
藤
　
安
雄

甲
斐
　
裕
一

佐
藤
　
人
已

議案76

※「由布市議会の議決に付すべき契約及び特に重要な公の施設の廃止に関する条例」に規定する特に重要な公の施設であり、その

廃止については地方自治法第244条の2第2項の規定により、出席議員数の3分の2以上（議長含む）の同意が必要となることか

ら掲載しました。

※上記議案の他、議案21件、発議1件も全員賛成で可決されました。

議
会
だ
よ
り

由
布
市

編 

集 

後 

記

区　分 件　名 代表提出者 結　果

このQRコードは市議会の

ホームページにつながります。

議会広報編集特別委員会の委員が

任期に伴い新しいメンバーとなりました。

２年間よろしくお願いいたしします。

委 員 長　田　中　真理子

副委員長　吉　村　益　則

委　　員　渕　野　けさ子

　　　　　佐　藤　郁　夫

　　　　　長谷川　建　策

　　　　　田　中　廣　幸

　　　　　坂　本　光　広

　　　　　髙　田　龍　也

　　　　　佐　藤　孝　昭

令和元年第3回由布大分環境衛生組合議会臨時会　日時／令和元年11月27日

■事件及び審議結果　●議長・副議長の選挙について　下記のとおり選出

　　　　　　　　　議長　長谷川　建策 、 副議長　平松　惠美男

由布大分環境衛生組合議会報告

■令和元年第4回定例会で審査した請願・陳情の結果

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
二
年
間
、
こ

の
新
メ
ン
バ
ー
で
読
み
や
す

く
解
り
や
す
い
紙
面
を
目
指

し
て
、
頑
張
ろ
う
と
決
意
を

新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

一
気
に
と
言
う
わ
け
に
は
行

き
ま
せ
ん
が
、
皆
で
知
恵
と

意
見
を
出
し
合
い
、
作
り
あ

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
世
界
は
I
T
化
が
進
み
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
時
代
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

現
象
に
は
追
い
つ
き
ま
せ
ん

が
、
こ
の
こ
と
も
頭
に
入
れ

て
議
会
活
性
化
の
一
端
を
開

け
れ
ば
と
気
を
引
き
締
め
ペ

ン
を
取
り
ま
し
た
。

『
読
ん
で
も
ら
え
る
議
会
だ

よ
り
』
を
目
指
し
て
頑
張
り

ま
す
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
委
員
長
　
田
中
　
真
理
子

請 

願

陳 

情
R1
5

庄内観光協会は、指定管理者の資格が無い。速

やかな再公募を求める

Yufu市民オンブズマン

共同代表 気賀澤 忠夫、谷 千鶴

R1
4

樹木伐採督促の件 後藤　正人
要 望 書

扱 い

要 望 書

扱 い

R1
6

産業廃棄物安定型最終処分場事業計画に反対

する請願について
七蔵司自治委員　柚　野　信　勝 継続審査


